Panasonic 

取付設置説明書 

ビルトインオーブンレンジ 


適応 IH クッキングヒーター表 _ ) 

• ビルトインオーブンレンジ NE - D 目3日日 P シリー刀よ、下記当社ビルトイン IH クッキングヒーターとの 
組み合せ設置びでさます。ただし、下記じ(外の IH クッキングヒーターとの組み合せはでさません。 

•丰ッチン高さおよび設置形態によっては、別途「別販部材」び必要です。下表でご確認の上ご手配ください。 

★ EP の製品——キッチンアプライアンスビジネスユニット 《 EP の部材——システム部材開発センター扱い 


100 V 


品 

NE - DB 300 P 

NE-D 巨300 SP 

(黒） 

蚕 

NE-D 巨301 P 

NE-D 巨301 SP 

(シルバー） 


(注）この製品は 10 0V 仕様品です。取付設置の前に必ず電源電圧をご確認<ださい。 


• この器具を正しくち全にご使用いただくために、指定された取付設置を行ってください。 
m がミ9声ずれろ • 適応 IH クッキングヒーター切外の組み合せや、取付設置条件を外れた設置に関しては保証できません。 
置! V 1 • 試運転を必ず行い、取扱説明書に従ってお客様に正しい使い方をご説明ください。 

で〜のむ傾貝い • この説明書は必ずお客様にお渡しください。 

• 取付設置説明書に従わなかったために生じた故障-事故などについては責任を負いかねまず。 


CE 安を上のご注意 


(取付設置上のごを意）必ずお守り <ださい。 


•取付設置の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ取付設置してください。 

人への危害、財産への損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 


■誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。 


A ちお 

「死 t や重傷を負ラおそれび大さい内容」です。 

A 警告 

「死 t や重傷を負うおそれびある内容」です。 

A 注意 

「傷害を負ラことや、財産の損害び発生するおそれびある内容」です。 


■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 （次は図記号の例です。） 


煙)® 

してはいけない内容です。 

〇« 

実行しなければならない内容です。 


A ちお 


•システム夺ッチン対応 


タイプ 

★ IH クッキングヒーター（ビルトインタイプ） 

適応する機種 

適用する IH クッ丰ングヒーターは、最新のカタ□グにてご確認ください。 

組み合せに必要な別販部材 

(不要） 

NE - DB 300 P 

NE - DB 301 P 

キッチン高さ対応 

790〜860に対応 
但し、 

※別貝反部材高さ900夕す応金属'性台輪 （ AD - GP 目己0または AD - F 60 K / S ) 
使用で900対応可能 

キッチン奥行対応 

全て600、6己0、700、7己0に夕寸応 

NE - DB 300 SP 

NE - DB 301 SP 

キッチン高さ対応 

73日〜8日日に対応可能 

キッチン奥行対応 

全て600、6己0、700、7己0にタゴ応 


•一般流し台対応——下記の「別販部材」使用により一般流し台対応可能 


タイプ 

★ IH クッキングヒーター（ビルトインタイプ） 

組み合せに必要な 

別販部材 

奥行550用 

※言受置用枠 AD - KZ 038 目-己己 

奥行570用 

※設置用枠 AD - KZ 038 目-己7 

NE - DB 300 P 

NE - DB 301 P 

キッチン高さ対応 

8日日〜86日に対応可能 

キッチン奥行対応 

上記 r 別販部材」使用で、己己0、己70対応可能 




V 



絶対に分解-修理-改造は行わない 

感電•発火-異常動作によるけびのおそれびあります。 


A 警告 


f 取付設置はこの r 取付設置説明書」 

■■ に!わて確実に行う 

>方設置に不備び®ると機器の損傷によるけびや、 
感電-乂災の原因となることびあります。 

電気配線工事は法令等に従って 1 
mm 必ず「法的有資格者び行う 

工事不備びあると感電-火災の原因になる 
ことびあります。 

アースを確実に取り付ける 

■，柳章や漏電のときに感電のおそれび 
あります。 

必ず指定の電源容量似上の 
mm 専用回路とする 

他の器具と同時に使用したり、電気容量 OT 
の場合異常発熱し、火災の原因となります。 

異常•故障時には、直ちに使用を中止し、専用ブレーカーを切る 

■ ■ 発火や発煙、感電のおそれびあります。 

異常•故障例 

•丸皿び回転しない。 

参ブ レーカーび 落ちる。 

参異常なにおいや音びする。 

• ドアに著しいガタや変形びある。 

•触ると電気を感じる。 

^ すぐに、，娘売店へ点検•修理を依頼してください。 ゾ 


A 注意 


本機器に組み合わせる 

運転中は、ドア-庫内-排気口 

IH クッキングヒーターの 

など高温部に触れない 

「設醜贈を確認する 

やけどのおそれがあります。 

IH クッキングヒーター部の設置は、 


IH クッキングヒーターの「設置説明書」に従い 
正しく行ってください。 

庫内の包装材は取り出す 

V 

焦げ、変形、発乂のおそれびあります。 

J 


お願い 


取扱説明書および取付設置説明書(本書)は必ずお客様にお渡しください 


0 かお寸法図 


CE 取が設置上のお願い 


乂災予防条例、電気設備技術基準182条、建築基準法などに従って設置してください。 


• IH クッ夺ングヒーター側の離隔距離については、ご使用の各 IH クッ夺ングヒーターの「設置説明書」に 
従ってください。 

(注）システムキッチンに組み込むド□ップイン IH クッキングヒーターは、必ず指定の IH クッキングヒーターを 
ご使用ください。指定外の IH クッキングヒーターの場合、機器の寿命•可燃性壁の温度等保証でさません。 

•本機器を卜ールユニット等に直接組み込んでの設圏ホ、絶対にしないでください。 


■防乂上の離隔距離（周囲が可燃性壁の場合) 
• ビルトインオーブンレンジ 


消防法基準適含組込形 


場所 

離隔距離 （ cm ) 

場所 

離隔距離 （ cm ) 

上ち 

0 

前ち 

(開放） 

左ち 

0 

後ち 

7 

ちち 

0 

下ち 

0 


このビルトインオーブンレンジは、 
「消防法設置基準」に基づ<試験基準に 
適合しています。 


•就潮 M 



(単位： mm ) 



• A 部(機器側面)は密着設置可、目部は密着設置不可です。 
必ずキッチン奥行さ寸法に応じた寸法を確保してください。 
上部は IH クッキングヒーター設置スペースです。 
上部に^クッキングヒーター1；^外の巧燃性壁等を 
設ける設置は絶対にしないでください。 


•製品の一部び、家屋の金属部（壁中のラスメタル等）や家具（システムキッチン等）の金属部と接触しないよう 
に取り付けてください。 

また、接触するおそれのある場合は、絶縁テープ等で電気的に接触しないようにしてください。 

(電気設備技術基準59条により義務づけられています。） 

• この製品を設置する台所び建築基準法に定める〔内装制限を受ける調理室]に該当する場合は、台所全体につい 
てを内装材の制限を受けます。 



正面図 



•各部寸法 （機種により異なりますのでご注意ください。） 


単位： mm 


機 種 

NE - DB 300 P NE - DB 301 P 

NE - DB 300 SP NE - DB 301 SP 

A 寸法（適応キッチン高さ） 

79日〜860に対応可能 

730〜800に対応可能 

目寸法（本体高さ） 

己6己〜63己調節可能 

己0己〜己7己調節可能 

C 寸法（収納フタ高さ） 

161〜231調節可能 

101〜171調節可能 

□寸法（ケ込み部高さ） 

43〜113調節可能 

己5〜125調節可能 

E 寸法（本体奥行さ） 

( F 寸法）一 （ Q 寸法）で調節可能 

( F 寸法）一 （ Q 寸法）で調節可能 

F 寸法（適応キッチン奥行さ） 

己己日〜7日日に対応可能 

己己日〜7日日に対応可能 


(ま 1) 己は標準モジュール肩さ S 20 mm ) のド□ップイン IH クッキングヒーター使用の場合の寸法です。 


■その他、本体設置の際守っていただきたいこと。 

① 水平で安定した場所に設置してください。 

② 耐义性などの点から、でさるだけ湿気の少ないところを選んでください。 

③ 十分換気のできるところに設置してください。 

④ 器具のまわりや上部には、エアゾール宙、プラスチック、油、紙類など燃えやすいをのは置かないよラにしてください。 
⑥本体をタイルやモルタルで塗り込まないようにしてください。 

⑧ワークトップの表面び、ニス引きのをのは、変色しますのでお使いにならないでください。 


な 電気工事巧び接地工事 (全機種対象） 

• IH クッキングヒーター側の電気工事は、各 IH クッキングヒーターの「設置説明書」に従ってください。 

電源容量：交流100 VI 曰 AIU 上のこと。 


■電源工事や接地工事は「電気設備技術基準」な5びに「内線規定」に準じてください。 
■電源は必ずブレーカー付きの専用回路としてください。 

•万一の故障による感電防止のため、漏電ブレーカーの使用をおすすめします。 


■アースエ事を必ず行ってください。 

♦必ず下記の「アース端テ付さコンセント」をご使用ください。 


■電源コンセント位置 



♦推奨コンセント 

パナソニック電工 ㈱ . 

埋込型アースター S ナル付コンセント 
•品番 WN 1031 
• 定ネ各 125 V 15 A 


• ® 部づ 

けま （単位： mm) 

機種区分 

NE-D 巨30 OP 

NE-D 巨30 IP 

NE-D 巨300 SP 

NE-D 巨 301 SP 

A 寸法 

490 

390 




















































































































































































































































巧 本なの準備 




[6] 本体の位置 


あらかじめ電源-アース線を接続したあと、 

後壁に天板が当たるまで押し込んでください。 


1取付設置用付属部品の確認——取付設置の前に必ずご確認くださし、。 


• NE - DB 300 P - NE - DB 3 CnP には下記の取付設置用付属品び同捆されています。なお、 * 印部品は NE - D 目3日日 P 
および NE - D 目3日 ] P • NE - D 目3日 OSP および NE - D 目3日 ] SP ( S タイプ）とで寸法-形状び異なります。 



回輸送用金具を外す 



補強金具、固定金具は輸送用のをので、設置の 
際は不要ですので取り外して < ださい。 

(注）サービス時に本体の抜さ差しびでさなく 
なるため、必ず外してください。 

なお、取り外したネジ （4 本）は回項で 
使用しますので保管してください。 


回本体高さ調節 



図のよラに背面側に倒して、前後左ち4か所ス 
ライド調節し、本体高さび下表となるよラにネ 
ジで固定してください。 



高さ調節穴 
(穴の合った所で固定） 


ネジ（黒）、前後左ち4か所 


高さ調節目盛 

(この目盛は目ちでず。正確には 
スケールで計り高さを合わせる） 


局さ調節合わせ面 


•高さ調節寸法 逆位： mm) 


本体使用機種 

NE - DB 300 P - NE - DB 301 P 

NE - D 巨300 SP • NE - DB 301 SP 

キッチン高さ 

800 

850 

860 

730 

750 

790 

800 

システムキッチン対応 

適応 IH クッキングヒーター 
使用 

己7己 

62己 

63己 

己0己 

己2己 

己6己 

己7己 

一般流し台対応 

適応 IH クッキングヒーター 
を使用し別販の設置用枠併用 

己7己 

62己 

63己 

(対応不可） 

己6己 

己7己 


(注）上記高さ調節寸法は代表例です。キッチン高さに応じて、下記にて算出してください。 



•この時、本体前面とキッチン扉前面びほぼ同 
一面となるかを確認してください。 

•面び不揃いの場合は、本体を引さ出して再度 
天板を微調整してください。 


(注）ダン ボールは 捆包材上面のダン ボール 板 
を使用してください。 


—— ( A 警告!——1 


■電源プラグにほこりび付着し 
ていないか確認し刃の根元 
までしっかり差込む 



ほこりの付着や、コンセントへの 
接続び不十分な場合は感電や乂災 
の原因となります。 



7コテイカナグをヴイド夺ヤビネットに固定する 


キャビネット 



木ネジ 

¢4.1 X 13 (4 本) 
左ち2か所 


•本体上面後部に置さ、サイドキャビネットの 
芯材のある部分をさびして、木ネジで固定し 
てください。 

•左ち2か所固定しますび、やむを得ない場合 
(食器洗い器など近接設置の場合等）1か所 
でちかまいません。 


キャビネッ 


ワークトップ 



(高さ調節寸法）=(夺ッチン高さ）一 （ IH クッ夺ングヒーター高さ =225) 


回天板の調節 


天板 


ネジ A 
天板金具部 



己シュウノウフタの取り付け 


•シュウノウフタの取り付け方法 

フ □ント カバー 



•シュウノウフタの構成 



ダイワク 


フ□ント カバー 
鍵フック 
シュウノウフタ A 


シュウノウフタ B 
シュウノウフタヒンジ 


シュウノウフタ B シュウノウフタ C 



ネジ（黒色) 
左ち2か所 


(1) 機器本体上面に設けた「天板」後方のネジ 
(2 本）を外し、天板を後方にスライドさ 
せ、フ□アキャビネットの奥行さ寸法 （ D ) 
となるよラに長穴部で調節し、ネジで固定 
してください。なお、□寸法は「外形寸法 
図」の項の E 寸法に同じです。 


q IH クッキングヒーターの組み込み作業 ） 

■システム夺ッチン対応 IH クッ夺ングヒーターの場台 

各 IH クッキングヒーターの「設置説明書」に従ってください。 


■ 一般流し台巧応の場合 

〇— ®項まで前述手順で本体準備の後、下記のよラに本体を設置し、各 IH クッキングヒーターの 
r 設置説明書」に従って取付設置を行い、本体の天板上に設置してください。 


♦本体取り付けで使用するネジ はすべ て、 
医]項で外したネジを使用します。 


(1) ダイワクにシュウノウフタヒンジをネジで 
固定してください。 

(注）ダイワク正面の上段ネジ穴を使用し 
てください。 

(2) シュウノウフタ B の両ヴイドに固定された 
ネジ部（ヒンジピンとして使用）を、シュ 
ウノウフタヒンジ両ヴイドの切りこみ部に 
上方より差し込み挿入して < ださい。 



本体の設置 

図のようにあらかじめ電源-アース線を 
接続した後、矢印ち向に天板び後壁に当 
たるまで押して設置してください。 


(3) フ□ントカバー下部に設けた鍵フック（切 
り起し部2か所）に、シュウノウフタ A 上 
面に設けたフランジ部を掛けてください。 


(4) シュウノウフタ目を下側に位置させた状態 
で、シュウノウフタ A 両ヴイドをシュウノ 
ウフタ目にネジ止めしてください。 

(注）ネジ締めはシュウノウフタ目のネジ穴 
と合ラ位置で固定してください。 

(己）取り付け後、シュウノウフタびスムーズに 
開閉することを確認してください。 
•開閉ち法：シュウノウフタ A の下面を持 
ち、上に持ち上げて開さ、 
持ち上げなびら開じ鍵フック 
部に引っかけて閉めます。 


♦ NE-D 巨300 SP または NE-D 巨301 SP を 
使用し、キッチン高さ H 二77日 mmiU 上に設置の 
場合、上記 （2) 項の前にシュウノウフタ目に 
左図のようにシュウノウフタ C (延長用金具） 
をネジ止めしてください。 


巧 取付設置完了後の確認 _ ) 

取扱説明書に従い、取付設置状態の確認と試運転を巧ってください。 

•お願い 

試運転の前に、オーブン庫内に同捆の調理用付属品および同捆部材（ダンボール等）は、必ず 
すべて取り出してください。またアースエ事およびアース接続びされているかご確認ください。 


確認して頂さたい項目 

判断の基準 

チェック 

(1) 調理用付属品はそろっているか？（取扱説明書を参照） 

すべてそろっていること 


(2) 傷-打こん等はないか？ 

傷-打こんのないこと 


(3) キャビネット前面扉との面合わせは、ほぼ同面か？ 

ほぼ同面にそろっていること 


(4) アース接続はされているか？ 

確実に接続されていること 


(5) 表示部等の点灯表示確認 

正常に点な表示すること 


(6) レンジの動作確認（コップに水を入れ、約1分程運転する） 

水び温まること 


(7) オーブンの動作確認（オーブン動作で約1分程運転する） 

庫内び温かくなること 



パナソニック株式会社キッチンアプライアンスビジネスユニット 

〒目 39-1 188奈良県大和郡山市筒井町800 

◎ Panasonic Corporation 2008 AUd I d - I Ud I 










































































































































































































